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■ 参考資料⑤ ～平成25年度事前調査（流向・流速）①～

←波浪・流況

■観測期間

波浪計 流速計

←流況

波浪観測所位置図
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■ 参考資料⑤ ～平成25年度事前調査（流向・流速）②～

■波浪観測結果波浪データを分析するにあたって、
同期間の小松島波浪観測所の波浪
データ、小松島検潮所の潮位データ、
中央橋（吉野川25k）の水位データ、
徳島地方気象台の気象データを収集
した。

右図に、吉野川河口および小松島
波浪観測所の波浪観測結果を示す。
観測期間中に小松島において波高1m
以上が観測された日時は下表のとお
りであり、最大波高は1.63mであっ
た。なお、右図に示す河口地点の水た。なお、右図に示す河口地点の水
位は、波浪計の観測値を同期間の小
松島検潮所の潮位によりT.P.基準に
換算したものである。
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■ 参考資料⑤ ～平成25年度事前調査（流向・流速）③～

■高波浪期間の結果

右図は、高波浪期間
（最大波高が観測された
5月28日および台風3号
からのうねりが観測され
た6月12日の前後）を拡
大した時系列図である。
小松島と河口地点を比較
すると、5月28日は小松
島の波高が高いが周期は
概ね一致し、6月12日は
波高は概ね一致するが、
河口地点の周期が短い特河口地点の周期が短い特
徴がある。

同期間の風向・風速は，
5月28日は風速8m/s程
度と比較的強く、風向は
南南東であった、6月12
日は風速3m/s程度と弱
く、風向は北西であった。
両高波浪期間とも沖から
岸に向かう東よりの風向
ではなかったため、小松
島から吉野川河口にかけ
て波が発達する状況では
なかったと考えられる。
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■ 参考資料⑤ ～平成25年度事前調査（流向・流速）④～

■観測期間中の波浪特性図

■観測期間中の波高別周期出現頻度吉野川河口では上流に向かうESEおよびE方向からの波浪が卓越し、
小松島ではSE方向からの波浪が卓越している。

波高と周期の出現頻度は右表のとおりであり、波高0.5m未満は吉野
川河口で92.4％、小松島で78.0％、波高1.0m以上は吉野川河口で
1.1％、小松島で3.7%であった。周期は4～6secの出現被度が最も高く、
2～14secに分布している。
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■ 参考資料⑤ ～平成25年度事前調査（流向・流速）⑤～

■波高・周期の相関図（実測値）

横軸を小松島の実測値、縦軸を吉野川河口の実測
値とした相関図を右図に示す。

波高は相関は、相関係数R=0.91（ √0.8285）
と高いことが確認された。また、吉野川河口では小
松島に対して波高は約68％に低下する傾向がある。
周期はばらつきがあるものの概ね一致し、周期10
秒を超えると河口の方が短くなる傾向がある。

各地点の水深は、河口地点7m、小松島21ｍと異
なるため、浅水変形の影響を除外するために換算沖
波波高を求め、相関性を確認した結果、実測値と同
様の結果となった。これより、浅水変形の相関性へ

■波浪観測所結果との相関性

■換算沖波波高の相関図
の影響は小さいと考えられる。
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■ 参考資料⑤ ～平成25年度事前調査（流向・流速）⑥～

上層（水面下1m）および下層（底上1m）の流向・流速を右図に
示す。

流向は流軸方向にあたるESEおよびWNWが交互に出現し、流速は
河口地点で最大1.1m/sが観測された。両地点の流速を比較すると、
河口の方が大きい傾向がある。

ベクトル量である流向・流速を下図のとおり流軸方向と直交方向
に分解表示し、全層の観測データを時空間的に補間すると、両地点
において、下げ潮時に下流方向（赤系）の流れが強まり、上げ潮時
に上流方向（青系）の流れが強まる傾向が明瞭にみられ、潮流成分
が卓越していることがわかる。

■流況観測結果
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■ 参考資料⑤ ～平成25年度事前調査（流向・流速）⑦～

■流向・流速出現頻度

流向別の流速の出現頻度を右表に示す。流向は
WNWとESEの流軸方向が卓越し、潮流による往復
流が支配的であることがわかる。下層と中層では、
上流に向かうWNWに偏り、上層では沖に向かう
ESEに偏る傾向がみられる。

平常時の塩分分布は下図のとおり、塩分の低い水
が表層1.0m程度を流れている。これより、上層で
観測された沖に向かう流れは河川水を含む低塩分水
の流れと考えられる。
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■ 参考資料⑤ ～平成25年度事前調査（流向・流速）⑧～

■地点間の比較

河口地点と上流地点の流速を比較すると、河口地点
の方が上流地点に比べて下層では約17％、上層では約
4％強い傾向にある。

■流向・流速出現頻度

上下2層の流軸方向成分について、25時間移動平均
値を求め、中央橋（25k）の水位データと比較した時
系列図を左図に示す．

中央橋では6月21日11時の1.86mおよび6月26日
22時の2.09mをピークとする2回の水位上昇がみられ、
上層では沖向き0.4m/s程度の流速が生じている。

次に、流速に注目すると、河口地点では沖向きの流
れが5月28日と6月12日に生じている。これらは、出
水とは一致しないが、高波浪の発生時期と一致する。

出水①、②および高波浪①、②について、次スライ
ドに詳細に分析した。
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■ 参考資料⑤ ～平成25年度事前調査（流向・流速）⑨～

■出水時の分析

中央橋における過去の水位と流量の関
係から流量を推定すると、右表のとおり6
月21日は約980m3/s、6月26日は約
1300m3/sとなった。

一方、観測値から流量を概算すると、
流速0.4m/s×横断距離1000m×層厚
3.0m＝1200m3/sとなり、オーダー的
に妥当といえる。ここで、河川水の層厚
は水面下3.0mまで沖向きの流れが確認さ
れることから3.0mとした。

以上より、出水時の流速と上流水位の

■推定流量と横軸方向流速（25時間移動平均値）

以上より、出水時の流速と上流水位の
相関性が高いことが確認された。 ■中央橋の水位と流量の関係 ■出水時の流速鉛直分布（上流地点）
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■ 参考資料⑤ ～平成25年度事前調査（流向・流速）⑩～

■高波浪時の分析

高波浪時の波高、周期、流速は上表のとおりであり、河口地点だけで
沖向きの流速がみられる。

原因としては、河口の浅瀬で砕けた波が流れとなって河道内に流入し、
河口地点を通過して沖に抜けていると推測される。この推論を裏付ける
データとして、高波浪時は左岸方向への流れが強まっている（下図）。
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■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）①～

■河川流を外力条件とする地形変化予測計算

■検討条件及び検討ケース一覧 ■予測計算ケース一覧
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■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）②～

■計算結果

■予想される侵食状況比較（橋脚部）

■予想される侵食状況比較（砂州部）
予測計算結果を流量規模および潮位条件ごとに整理し、橋脚条

件による河口部の地形変化への影響を比較した。
左上の表に各計算ケースの侵食面積差分および最大侵食深を整理
した。
左下の表に各計算ケースの洪水後の地盤高図、洪水前後の地盤

高差分図、および橋脚なし条件との地盤高変化量の差分図を示した。

・地形変化は砂州地形のない左岸側が大きい。
・橋脚間で深掘れが発生する。特に、橋脚近傍の洗掘が大きい。
・いずれの流量規模に対しても、右岸側砂州部の地形変化は小さい。
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■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）③～

■①年最大流量規模、朔望平均満潮位

現況：case1 12脚：case3
7脚 ：case2 17脚：case4

洪水前後の地盤高差分（洪水後-洪水前）
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■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）④～

■②年最大流量規模、平均潮位

現況：case5 12脚：case7
7脚 ：case6 17脚：case8

洪水前後の地盤高差分（洪水後-洪水前）
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■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）⑤～

■③年最大流量規模、朔望平均干潮位

現況：case9 12脚：case11
7脚 ：case10 17脚：case12

洪水前後の地盤高差分（洪水後-洪水前）
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■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）⑥～

■④整備計画流量規模、朔望平均満潮位

現況：case13 12脚：case15
7脚 ：case14 17脚：case16

洪水前後の地盤高差分（洪水後-洪水前）
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■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）⑦～

■⑤基本高水流量規模、朔望平均満潮位

現況：case17 12脚：case19
7脚 ：case18 17脚：case20

洪水前後の地盤高差分（洪水後-洪水前）

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ

平成25年度第１回環境部会 参考資料 55



■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）⑧～

■河川流を外力条件とする地形変化予測計算
■Case2,3,4橋脚設置前後の地盤高差分（橋脚有り-橋脚無し）

■Case6,7,8橋脚設置前後の地盤高差分（橋脚有り-橋脚無し）
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■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）⑨～

■河川流を外力条件とする地形変化予測計算

■Case10,11,12橋脚設置前後の地盤高差分（橋脚有り-橋脚無し）

■Case14,15,16橋脚設置前後の地盤高差分（橋脚有り-橋脚無し）
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■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）⑩～

■河川流を外力条件とする地形変化予測計算

■Case18,19,20橋脚設置前後の地盤高差分（橋脚有り-橋脚無し）

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ

平成25年度第１回環境部会 参考資料 58



■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）⑪～

■波浪を外力条件とする地形変化予測計算

■予測計算条件一覧
（１）計算対象領域
海域（水深10m程度）から河道3.0km範囲とした。

（２）地形条件
初期地形：
（河道部）平成23年3月実施の定期横断測量成果
（砂州部）平成24年11月地形（徳島県実施）
（海域部）沿岸海の基本図
河口部橋脚３案

（３）潮位条件
平均潮位（T.P.+0.06m）

（４）波浪条件
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■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）⑫～

■波浪を外力条件とする地形変化予測計算

橋脚の存在によって変化する波浪による
地形変化を示す。

各図は橋脚がある場合とない場合の地
形変化量の差分図であり、半年後と１年
後をそれぞれ予測した。

橋脚7本半年後差分 １年後差分

橋脚17本半年後差分 １年後差分橋脚12本半年後差分 １年後差分
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■ 参考資料⑥ ～平成25年度事前調査（現時点の流況解析の状況）⑬～

■波浪を外力条件とする地形変化予測計算

■地形変化量（計算結果）整理 一覧（波浪作用：半年後） ■地形変化量（計算結果）整理 一覧（波浪作用：１年後）

橋脚なし 7脚 12脚 17脚

半年後 半年後 半年後 半年後

推積部分（+０．１m以上）面積（m２） 23,000 23,600 22,300 22,700

侵食部分（-０．１m以上）面積（m
２
） 26,200 25,300 22,600 20,600

最大堆積高（m
２
） 3.4 3.5 3.5 3.5

最大侵食深（m２） -5.2 -5.2 -5.2 -5.2

推積部分（+０．１m以上）面積（m２） - 9,500 13,300 16,200

侵食部分（-０．１m以上）面積（m２） - 6,400 6,800 8,000

最大堆積高（m２） - 0.5 0.5 0.9
２ - -0.7 -0.9 -0.9

橋脚周辺

比較対象地形 項目

初期地形

橋梁なし

橋脚なし 7脚 12脚 17脚

１年後 １年後 １年後 １年後

推積部分（+０．１m以上）面積（m
２
） 27,600 27,200 25,800 26,400

侵食部分（-０．１m以上）面積（m
２
） 33,700 34,000 31,100 29,400

最大堆積高（m
２
） 3.3 3.3 3.3 3.3

最大侵食深（m２） -5.4 -5.3 -5.3 -5.3

推積部分（+０．１m以上）面積（m２） - 12,100 14,100 15,300

侵食部分（-０．１m以上）面積（m
２
） - 12,000 11,500 11,100

最大堆積高（m
２
） - 1.1 0.6 0.6

２ - -0.7 -0.7 -0.9

橋脚周辺

比較対象地形 項目

初期地形

橋梁なし
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最大侵食深（m
２
） - -0.7 -0.9 -0.9

橋脚なし 7脚 12脚 17脚

半年後 半年後 半年後 半年後

推積部分（+０．１m以上）面積（m２） 166,600 164,300 164,500 164,000

侵食部分（-０．１m以上）面積（m２） 116,400 116,800 116,900 117,300

最大堆積高（m
２
） 2.3 2.3 2.2 2.2

最大侵食深（m
２
） -1.7 -1.7 -1.7 -1.7

推積部分（+０．１m以上）面積（m
２
） - 3,300 4,000 5,600

侵食部分（-０．１m以上）面積（m
２
） - 3,300 5,800 9,700

最大堆積高（m２） - 0.3 0.3 0.4

最大侵食深（m
２
） - -0.3 -0.5 -0.5

干潟部分

初期地形

橋梁なし

比較対象地形 項目

最大侵食深（m２） - -0.7 -0.7 -0.9

橋脚なし 7脚 12脚 17脚

１年後 １年後 １年後 １年後

推積部分（+０．１m以上）面積（m
２
） 179,200 179,400 178,000 179,500

侵食部分（-０．１m以上）面積（m２） 136,500 138,500 139,600 136,000

最大堆積高（m２） 2.1 2.1 2.1 2.1

最大侵食深（m
２
） -1.7 -1.7 -1.7 -1.7

推積部分（+０．１m以上）面積（m
２
） - 9,700 13,900 17,800

侵食部分（-０．１m以上）面積（m
２
） - 14,100 17,800 23,400

最大堆積高（m２） - 0.3 0.3 0.5

最大侵食深（m２） - -0.5 -0.5 -0.5

干潟部分

項目

初期地形

橋梁なし

比較対象地形




